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本日は、小杉先生主導で宜しくお願い致します。

　さて、私はお寺などに来た時にいつも心に感じ

ることがあります。それは、「仏」ですとか「命

の尊さ」など、どちらかと申しますと神秘的なも

のです。

　お釈迦様は「すべてのものに仏が宿る」という

言葉で語っております。仏とは悟りを開いた状態

のことで、言葉を換えると真智、真如、真我とい

う言葉で表すそうです。この真の智慧の根源とな

るものがすべてに宿ると言っているのです。

　このことを｢山川草木国土悉皆成仏｣或いは｢山川

草木悉皆成仏｣と、仏教の教義では説明しておりま

す。山や森、樹々や花、川、月や星も太陽にも仏

性が宿っている、それによって心が洗われ、育ま

れるという考え方であります。私は、なぜかそれ

がお寺に来ると強く感じます。

　小杉先生に以前「生かされている命」と題して

卓話をしていただきましたが、そのお話を聞い

て、特に感じましたのが、「自分の命」というの

は先祖代々とかそういう次元ではなくて、もっと

高尚な次元で大自然の弛みのない営みの中で

ずーっと遠い遠い昔から連綿と受け継がれ、育ま

れ、生かされて来たものなんだということを気づ

かされたとき、なぜか、もう一人の自分に出会っ

たような気がいたしました。

　そこで、今度はそれに続いて｢この世に生を受

け、生きていく意義とか目的とかはどこにあるの

か」そして「人間として価値ある存在になるため

には」などということを考えるようになりまし

た。皆さんはどのようにお考えになるでしょう

か？

　死を迎えた時に「あなたは現世で何をしました

か」？と、もし尋ねられたら、皆さんは何と応え

るでしょう？

ある書物に「人間として価値ある存在」となるた

めには、心とか、考え方とか、知恵とか、理性と

か、といった精神作用の質が大切であり、それは

現世を生きたときに作り上げた人格、人間性、

魂、意識体としておりました。

  各委員会報告

　会員卓話　　 小杉秀文会員（勝覚寺住職）

　 　　　　　　「勝覚寺にまつわる郷土の歴史」

移 動 例 会
（勝覚寺）

会長挨拶

　みなさんこんにちは。本日は移動例会にご出席を

頂きましてありがとうございました。

　そして、小杉会員には、自らが住職をさえておら

れます、この（宗）真言宗智山派勝覚寺におきまし

て、移動例会の場を与えていただきましてありがと

うございました。この後の食事は、精進料理で、卓

話は小杉先生から「勝覚寺に纏わる郷土の歴史」と

題してお願いすることになっております。



そして、それは私たちの肉体が滅びても無くなる

ことはなく「あなたは努力され、素晴らしい人格

を持つまでに自分の心を高めましたね」と言われ

ることが人生の価値であるともしておりました。

つまり、「人間性を高めるため」に現世で生きて

いるということになります。

人間性を高めるとは、別の表現する言葉として

「心を純化する」「心を美しくする」「豊かな思

いやりの心をつくる」などがあります。

現世とは、このように人間が心を浄化するための

修行の場であり、修行によって人間性を高め、人

格を作っていくのが人生の目的ということになり

ます。

皆さんは皆さんなりにお考えを頂ければよろしい

のではないかと思います。

ロータリーは、特定の宗教などに拘ることはタ

ブーとされておりますが、そうは申しましても、

色々な宗教からの多面的な学びや、影響を受ける

哲学的要素は非常に多いと思います。

何かこのようにだんだん理解を深めて行きます

と、ロータリーからの学びというものが人間哲

学・人生哲学たる所以と言われるところも、その

辺のところに在るのではないでしょうか。

この後、小杉先生の卓話がありますので、是非こ

の機会にその辺のところの理解を深めていただき

たいと思います。

ます横芝中学校２年生篠崎未来さん（女性）とご
両
親、そして当クラブから私（冨）、伊藤迪彦会
員、
高田一行会員で行って参りました。後ほど、伊藤
会
員から委員会報告をお願い致します。

３．第６分区ＩＭ（インターシティー・ミーティン

グ）
　　開催について
　すでに何度もご案内の通り２月２４日（水）プ
ラ
ザヘイアン茂原で点鐘１２：３０でＩＭが開催さ
れ
ます。
　バスを手配等詳細につきましては、再度、小林
幹
事よりお知らせさせていただきます。

４．ＣＬＰ委員会開催について
　四半期に一度のチェックをする為のＣＬＰ委員
会
を内田ＣＬＰ委員長主導の下、２１日午前１１時
か
ら開催させていただきたいと思います。冨年度で
は
２回目になります。今回は鈴木年度の方向付けも
含
めて行う予定です。委員の方にはご出席のほど、
宜

①例会変更のお知らせ

・大原Ｒ.Ｃ.

　 2/26（木）　休会（ＩＭ振替）

②千葉緑ＲＣ例会場変更のご連絡

　新例会会場：旬・彩蕎麦処 玄庵-IORI-

〒264-0015

千葉市若葉区大宮台7-7-10

TEL：043-209-2810

FAX：043-209-2820

例会変更日：2009年3月3日(火)第486回例会より

例会開催日：毎週火曜日　12：30点鐘

　　　　　　（毎月最終例会は，18：30点鐘）

　　　　　　※現行と変更無

③ハイライトよねやま108号(2009年2月13日発行)

④『友』インターネット速報2009年2月10日№368

が届いております。

⑤3月のロータリーレートは，1ドル＝90円

⑥週報受領クラブ

・大網Ｒ.Ｃ.　・茂原Ｒ.Ｃ.　・茂原中央Ｒ.Ｃ.

・流山Ｒ.Ｃ.　・茂原東Ｒ.Ｃ.　・旭Ｒ.Ｃ.

幹事報告

１．ＲＹＬＡセミナーについて

　２月７日（土）～８日（日）１泊２日で第３２回

ＲＹＬＡセミナー（ロータリー青少年指導者養成プ

ログラム）が東京都港区芝にございます浄土宗大本

山増上寺にて行われました。

　当クラブから森川新世代育成（ＲＹＬＡ）担当委

員並びに渡辺孝文会員が参加致しました。後ほど、

森川会員から委員会報告をお願い致します。

２．短期交換派遣候補生選考試験並びにオリエンテ

　　ーションについて

　２月１５日（日）午前１０時から2009～2010年度

短期交換派遣候補生選考試験並びにオリエンテーシ

ョンが行われまして、当クラブからの志願者であり

会務報告



 『勝覚寺にまつわる郷土の歴史』

　　　　　　　　　　小杉秀文会員（勝覚寺住職）

会員卓話

　　　　　　　　　　四天王

　　　　西：広目天　　　　　北：多聞天

　　　　南：増長天　　　　　東：持国天

四天王とは持国天・増長天・広目天・多聞天の四人

の佛法を守護する守護神のことです。当山に安置さ

れている四天王像には次のような、地名にまつわる

言い伝えがあります。

～伝 説～

この四天王像は九十九里海岸に漂着したのを漁民が

見つけた時、"緑海村の松ヶ谷にお釈迦さんがいるか

らそこに行きたい"と話したそうです。

実は勝覚寺の本尊のお釈迦さまは、インドの伝説的

な名工「毘首羯磨」（ビシュカツマ）の作と伝えら

れています。毘首羯磨はお釈迦さまの像を３体彫り

ました。その内の１体が中国へ伝えられ、弘法大師

が密教を学びに中国へ行った時持ち帰ってきたもの

なのです。

その漂着場所は現在の大網白里町の「四天木」で

す。昔、"四天寄"と表記したのはこの故事に由来し

ています。

さて、その願いを聞いた漁民はその四体を担いでい

きました。その距離はおよそ１５キロ程もあるで

しょう。

途中で疲れて、担いでいた肩を右から左へ、あるい

は左から右へ入れ替えた、"肩を換えた"のが今の

「片貝」という地名です。

肩を入れ替えて再び進みましたが、道程はまだまだ

半ばです。どの辺まで来たか、尋ねてみると返って

きた答えは「まだ先だ。」　その辺りを今では「作

田」といいます。

そして道を進み、また一休み。先はあるしどうしよ

うか、戻すか戻すまいか思案したのが、今の「本須

賀」（もとすか）です。

結局道を進むことになりました、残すところは後僅

かです。ここまで皆、息も絶え絶え命からがらの状

態でした。そこが今の「井ノ内」（いのうち）で

す。

さていよいよ、明日には釈迦堂に着けるだろうか

ら今日はここで一泊宿を取ろう、としたのが

「宿」という所だったそうです。

さて、その話を運慶が後日耳にしました。

「あの四天王像は毘首羯磨にあやかりたいと思っ

て彫ったものだ。それが毘首羯磨御作の釈迦如来

像の元に奉られるとは、実に仏縁のありがたい事

だ。」と言ったそうです。

これは江戸時代に両国の廻向院での出開帳の資料

に残されています。

この様な伝説が、この辺りでは昔から伝承されて

きています。

さていよいよ、明日には釈迦堂に着けるだろうから

今日はここで一泊宿を取ろう、としたのが「宿」と

いう所だったそうです。

さて、その話を運慶が後日耳にしました。

「あの四天王像は毘首羯磨にあやかりたいと思って

彫ったものだ。それが毘首羯磨御作の釈迦如来像の

元に奉られるとは、実に仏縁のありがたい事だ。」

と言ったそうです。

これは江戸時代に両国の廻向院での出開帳の資料に

残されています。

この様な伝説が、この辺りでは昔から伝承されてき

ています。

～四天王と四方守護～

ある時、お釈迦様は四天王に言いました。

「私が涅槃となった後も、本当の教えを守護しなさ

い。未来に三人の悪い王が現れるだろう。お前達が

みんなで力を合わせ法を護りなさい。」

その後お釈迦様の亡くなった後、帝釈天と四天王は

お香や華、音楽や踊りでお釈迦様の舍利を供養しま

した。そして、

「お釈迦様は我々に法の守護を託して涅槃に入られ

た。今、我々はその為に法を守護する。」



食事作法

　五観

　一めには功の多少を計り彼来処を量るべし

　二つには己が徳行の全か欠か多か減かを忖れ

　三つには心を防ぎ過を顕すは三毒には過ぎず

　四つには正しく良薬を事とし形苦を救わんことを

取れ

　五つには道業を成ぜんが為めなり世報は意に非ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いただき

ます

冨一美君

　　…（小杉会員場所を提供頂きありがとうご

　　　　ざいます）

鈴木勇君

　　…（仕事多忙です）

青柳誠君

　　…（いい卓話をありがとうございます）

齋藤逸朗君

　　…（本日が25周年の結婚記念日です）

本日計 　  4,000円

累　計   803,211円

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

2月19日 46 35

MU ％

11 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

と帝釈天が言いました。そしてまた、

「持国天よ、お前は東方において佛法を守護せ

よ。」

「増長天よ、お前は南方において佛法を守護せ

よ。」

「広目天よ、お前は西方において佛法を守護せ

よ。」

「多聞天よ、お前は北方において佛法を守護せよ。

お釈迦様は私が涅槃に入った後三人の悪王が出現す

るとおっしゃられた。もし、その王が佛法を壊する

ようなことがあれば、佛法を擁護せよ。」

と言いました。これで四天王が東南西北の四方の佛

法守護神となったのです。

～「阿育王経巻第六」より訳出～

～南方守護佛神「増長天」～

像高は２．１３ｍ。足下に踏んでいるのはいわゆる"

天の邪鬼"です。マツの寄せ木作りで、往時はあでや

かに彩色が施されていたと思われます。眼には玉眼

が入っていて、肉付きが厚く各部のバランスも整っ

ています。本尊釈迦如来の脇士、阿難・迦葉両尊者

と同様に鎌倉時代の佛師運慶の作と言われていま

す。


